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Oracle Enterprise Manager for TimesTen In-Memory Database は TimesTen デー
タベースのパフォーマンス分析やデータベースの可用性の監視をリアルタイム
で包括的に行えるようにするプラグインです。Oracle Enterprise Manager Cloud 
Control 13c と併用すれば、TimesTen データベース・システムの監視と管理に適
した、使いやすくてコスト効率のよい完全なソリューションになります。 

Enterprise Manager for TimesTen の概要 

Oracle Enterprise Manager for TimesTen In-Memory Database は Oracle 

Enterprise Manager エージェントとしてデプロイされるプラグイン・ソフト

ウェア・コンポーネントで、TimesTen ソフトウェアと同じサーバーで動作し

ます。このプラグインを使用することにより、データベース管理者は、TimesTen

のインスタンスとデータベースの管理運用タスクとして、TimesTen のサービ

スの開始と停止、メモリとの間のデータベースのロードとアンロード、データ

ベースのバックアップとリストアなどができます。また、ユーザーは、TimesTen

データベースのアクティビティ、メモリとディスクの使用状況、ワークロード

のパフォーマンス統計情報、構成情報を監視できます。このプラグインは、

TimesTen In-Memory Database、および TimesTen Application-Tier Database 

Cache で使用できます。 

 

図1：Enterprise Manager for TimesTen  In-Memory Database 

Enterprise Manager for TimesTen は、TimesTen のインスタンスとデータベース

の監視と管理に使用できます。構成とパフォーマンス指標がリアルタイムで自

動的に収集されて管理リポジトリに格納されるため、履歴分析や傾向分析が可

能になります。データベースのパフォーマンスは、過去 2 時間、過去 24 時間、

過去 7 日間、過去 31 日間など、さまざまな履歴ビューを使用して分析できま 

おもな機能 

• パフォーマンスと可用性のリアルタイ
ム監視 

• データベースおよびインスタンスの 
管理 

• データベースのバックアップとリスト
アの自動化 

• キャッシュとレプリケーションのアク
ティビティ・レポート 

• SQL キャッシュと トランザクション
の監視 

• しきい値とイベントの管理 

 

 

 

 

 

おもな利点  

• 包括的なデータベース監視と通知 

• データベースおよびインスタンスの管
理の簡素化 

• Cloud Control インフラストラクチャ
を活用した大規模デプロイ 

• 単一コンソールからの Oracle IT イン
フラストラクチャ全体の監視と管理 
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す。過去の指標は、通常条件下でのデータベース・パフォーマンスのベースラ

イン設定にも使用できます。 

一元化された単一のインスタンス・ビュー 

一元化された単一のインスタンス・ビューで、使用しているすべての TimesTen

データベースの監視と管理ができます。インスタンス・ホーム・ビューには、

サマリー情報として、インスタンスの状態、TimesTen ソフトウェアのバージョ

ンなどの構成情報、インスタンスのサービスのステータス、そのインスタンス

下にあるすべてのデータベースのステータスが表示されます。特定のデータ

ベースをドリルダウンして、さらに詳しい情報を表示することもできます。ま

た、インスタンス・レベルのサービスの停止や再起動もこの同じコンソールか

らできます。 

 

図2：TimesTenインスタンス・ホーム – ホストされているデータベース 

データベースの使用状況と SQL の監視 

TimesTen データベース・ホーム・ビューには、監視しているデータベースの

サマリー情報として、構成の詳細やデータベース・サービスのステータスなど

が表示されます。データベースのアクティビティとして、接続数、使用中のデー

タベース・サイズ、トランザクション・ロギングとデータベース・チェックポ

イントに使用されているディスク領域の割合などを監視できます。パフォーマ

ンスのトラブルシューティングを行う場合は、SQL のセクションを見ると、もっ

とも実行されている SQL 文、文の平均実行時間、アプリケーション・ワークロー

ドで長時間実行し続けている問合せに関する情報を確認できます。また、デー

タベースの再起動、メモリへのデータベースのロード、メモリからのデータベー

スのアンロード、データベース・ポリシーの設定および停止、データベース・

サービスの起動および停止といった管理機能をすべて同じコンソールから実行

できます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要領域で取得される 
パフォーマンス指標： 

• キャッシュ操作 

• チェックポイント履歴 

• 接続率 

• ディスク使用率 

• ロック 

• ログ・アクティビティ 

• メモリ使用率 

• レプリケーション 

• SQL コマンド・キャッシュ 

• トランザクション監視 

• ワークロード 
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図3：TimesTenデータベース・ホーム - SQLモニター 

データベース・パフォーマンス 

リアルタイムに分析できるデータベース・パフォーマンス指標のカテゴリは、

アプリケーション接続、SQL 文、アプリケーション・ワークロード、トランザ

クション、ロックの競合、トランザクション・ログ、データベース・チェック

ポイントの 7 つです。デッドロックを監視する場合は、同じロックで競合して

待機中のオープン・トランザクションを検索します。トランザクション・スルー

プットに関する情報が必要な場合は、トランザクションのコミット率やロール

バック率を確認します。データベースの再起動やリカバリに備え、TimesTen

データベースはディスク・ストレージに丸ごと保持されます。データベース・

チェックポイントとトランザクション・ロギングの割合を監視していると、I/O

競合が発生する可能性を検出できます。データベース・パフォーマンス・ビュー

は、効率の悪いアプリケーション・コードを特定する場合にも使用できます。

この場合は、接続と切断の頻度、SQL 文の準備と実行の比率などを監視します。 

 

図4：TimesTenデータベースのパフォーマンス 

データベースの自動バックアップとリストア 

この TimesTen プラグインを使用すると、システム・オペレータが実行するデー

タベース・バックアップ操作を自動化できます。自動化する際には、バックアッ

プ・スケジュールと頻度をユーザーが指定し、全体バックアップか増分バック

アップかを任意で指定します。バックアップの頻度は、毎時、毎日、毎週、毎月

の単位で設定できます。また、保持するバックアップの最大数を指定し、最大数

を超えた古いバックアップをリサイクルするようにすることで、ストレージの使

用率も管理できます。データベースをリストアする場合は、バックアップ・ファ

イルのリストの中から使用可能な特定のバックアップを選んで使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな利点 

• 強固なしきい値アラートと通知  

• ユーザー定義のしきい値 

• アラートと通知 

• 停止 

• カスタマイズされたポリシー 
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キャッシュの同期 

Oracle Database のアプリケーション層キャッシュ・データベースとして

TimesTen を使用している場合は、TimesTen データベースと Oracle Database

との間のトランザクション・フローを監視して、データの同期が円滑に行われ

ていることを確認できます。キャッシュ・グループの詳しい指標には、Oracle 

Database との間のトランザクション伝播とリフレッシュの件数、Oracle 

Database からのリフレッシュで保留中の件数、Oracle Database に送信された

トランザクション・バッチの件数、挿入/更新/削除された行のキャッシュ・グ

ループ・タイプ別総数などがあります。 

 

図5：キャッシュ同期の指標 

レプリケーション・モニター 

レプリケーション・モニターには、ターゲット・データベース上でのレプリケー

ション・アクティビティの概要の他、TimesTen インスタンスのレプリケーショ

ン・コンポーネントのステータスやプロパティが表示されます。トランザクショ

ンの送受信率や保留中のレプリケーション・ログといったレプリケーション・

パフォーマンス指標は、マスター・データベースとスタンバイ・データベース

間の遅延の特定に使用できます。また、TimesTen と Oracle Database の非同期

ライトスルー（AWT）キャッシュ・グループ間のデータ伝播の遅延も、同じ指

標を使用して検出できます。 

堅牢なしきい値アラートと通知 

例外によってシステムを監視および管理するために、しきい値を定義して重要

なイベントや通知を生成することができます。サポートされる通知のタイプに

は、電子メール、SNMP トラップ、カスタム・スクリプトなどがあります。 

管理機能の一元化 

Oracle Enterprise Manager for TimesTen In-Memory Database を使用すると、企

業内の TimesTen システムが 1 つのビューにまとめて表示されます。システム

管理者は一元管理コンソールを使用して、複数の TimesTen データベースの状

態、可用性、パフォーマンスの管理や監視ができます。 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 

Oracle TimesTen In-Memory Database について、詳しくは oracle.com を参照する
か、+1.800.ORACLE1 でオラクルの担当者にお問い合わせください。 
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